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「女性農業経営士」とは… 
我が家の農業経営や地域活動への参画を実践し，地域のリーダー

となる女性農業者のことです。 
喜 野枝子 氏 

(徳之島町) 

１００年フードとは？ 
・地域の風土や歴史・風習の中で個性を活

かしながら創意工夫され，育まれてきた

地域特有の食文化 
 
・地域において，世代を超えて受け継がれ，

食されてきた食文化 

徳之島町役場へ認定の報告 

令和４年度に，新たに女性農業経営士として，徳之島町の 喜 野枝子 
氏が県知事より認定されました。 
 喜 氏は，経営主として，肉用牛を中心とした複合経営を実践されて

います。主に飼養管理を担っておられ，牛の健康状態を観察するスマー

トアプリを活用するなどスマート農業にも積極的に取り組まれていま

す。 
また，ＪＡあまみ徳之島女性部等に所属し，女性の経営参画や農産物活

用等について学びながら，地域の活性化に努められています。 
地域のリーダーとして，今後のご活躍を期待します。 

文化庁が食文化の継承などを目的に推進して

いる「１００年フード」に，徳之島町で地域の農

産物を使用した加工品の開発，販売を行ってい

る「子宝島の朋友」の「なり味噌」が，認定され

ました。 
「なり味噌」はナリと呼ばれるソテツの実の

でんぷんが原料で，奄美群島では食料不足の際，

米に代わる食材として長く重用されてきたもの

です。 
「子宝島の朋友」は令和３年に発足し，約20

人のスタッフで，「じゃがいも味噌」や「パパイ

ヤ漬け」などを生産しています。 


